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農地の賃借料情報

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

平
成
27
年
度
・
第
22
回（
全
国
農
業
会
議
所
・
全
国
農
業
新
聞
主
催
）

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
広
報
の
果
た
す
役
割
」

広
報
委
員
長　

梅
津
義
明

　

こ
の
た
び
全
国
41
都
道
府
県
47
農
業
委
員
会
の
推
薦

応
募
の
中
か
ら
、
名
誉
あ
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
市
制
10
年
の
節
目
の
年
に
、
広
報
を
担
当
し

た
責
任
の
重
さ
に
改
め
て
身
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

　

本
紙
は
、
南
丹
市
農
業
委
員
会
の
機
関
紙
と
し
て
、

活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
「
農
業
委
員
会
の
う
ご
き
」
や
、

地
域
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
「
地
域
農
業
を
支
え
る
」

「
ま
ち
か
ど
通
信
」
の
ペ
ー
ジ
、
ま
た
農
家
の
方
や
一

般
の
方
の
話
題
と
な
る
よ
う
な
特
集
ペ
ー
ジ
、
ま
ち
の

歴
史
や
文
化
に
少
し
ふ
れ
る
「
な
ん
た
ん
あ
っ
ち
こ
っ

ち
」
等
の
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
本
来
の
委
員

活
動
の
か
た
わ
ら
広
報
委
員
と
し
て
10
名
の
委
員
と
事

務
局
職
員
で
作
成
・
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
食
と
農
業
の
情
報
紙
」
を
目
指
し
、
広
く

地
域
の
方
に
親
し
み
を
も
っ
て
手
に
し
て
も
ら
え
る
紙

面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
先
輩
委
員
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
道
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
鮮
な
話
題
を
盛
り
込
ん
で
、
皆
さ

ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
活
動
に
は
げ
み
ま
す
。
ご
指
導
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平成27年1月から12月までに締結（公告）された南丹市の賃借料水準（10アールあたり）は下表の
とおりです。（データがなかったものや少数のものは示していません。）農地の賃貸借契約の際には、あく
まで目安として活用してください。貸し手と借り手が十分に話し合い、お互いが納得できる額で決定して
ください。

（単位：円／１０アール、筆） （単位：円／１０アール、筆）■ 田（水稲）の部 ■ 畑の部
地域区分 平均額 最高額 最低額 賃貸借

データ数
使用貸借
（無償）
データ数

市街化
区域

園部・八木
地域 － － － 0 0

市街化
区域以外
の地域

園部・八木
地域 6,000 10,000 2,000 42 274

日吉地域 7,300 10,000 4,000 12 45
美山地域 － － － 1 127

（参考）南丹市平均 6,400 － － － －

平均額 最高額 最低額 賃貸借
データ数

使用貸借
（無償）
データ数

－ － － 0 0

－ － － 0 0

－ － － 0 4

－ － － 0 0

－ － － － －

農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき
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荒廃農地状況調査・農地パトロールを実施します

農業委員会の平成28年度活動計画（予定）

★農業者年金に加入しましょう！★
農業者年金は、農業者だけが加入でき、保険料の手厚い国庫助成があるなどメリットの大きい年金制度です。
国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

①80歳までの保証が付いた終身年金です。
②納付した保険料は、全額、所得税の社会保険料控除の対象となります。
③認定農業者などを対象に保険料の国庫補助があります。

■農業者年金に関するお問い合わせは、農業委員会事務局または JA京都の各支店まで

★年金のメリット★

　南丹市農業委員会では、農地法に基づく許可などを受けた土地について、申請（届出）の内容
どおりに利用されているかを確認するため、下記の期間に農地パトロールを実施します。
　あわせて、平成２７年度の耕作放棄地を中心とした荒廃農地状況調査を行います。
　優良農地の実態調査、無断転用や遊休荒廃農地の早期発見等、農地をめぐる現状把握を行い、
早期改善に向けて取り組んでいます。
　調査のため、農業委員・職員が農地に立ち入る場合がございます。ご理解・ご協力をお願いします。

○農業委員会　農地・農政部会、現地確認

○上記以外の主な会議・事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

農地・農政部会 5日
（火）

6日
（金）

6日
（月）

5日
（火）

5日
（金）

5日
（月）

5日
（水）

4日
（金）

5日
（月）

6日
（金）

6日
（月）

6日
（月）

現地確認 25日
（月）

25日
（水）

24日
（金）

25日
（月）

25日
（木）

26日
（月）

25日
（火）

25日
（金）

26日
（月）

25日
（水）

24日
（金）

24日
（金）

日程 主な会議・事業名
5月 6日（金）平成28年第2回総会
6月 24日（金）農業委員会だより「なんたん」No.30発行
7月 11日（月）荒廃農地状況調査・農地パトロール(〜15日)
8月 26日（金）管内視察研修
10月 28日（金）農業委員会だより「なんたん」No.31発行
　 下旬 「農地等の利用の最適化の推進」に関する意見提出

11月 17日（木）管外視察研修(〜18日)
2月 中旬 農業者等との意見交換会
2月 24日（金）農業委員会だより「なんたん」No.32発行

実　施　日  7月11日（月）〜15日（金）
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　地域農業の発展を目指し、
力強く活動されている団体
や個人の農業者をシリーズ
で紹介します。

農事組合法人

竹井営農組合
（南丹市園部町竹井地区）

　

南
丹
市
園
部
町
竹
井
地
区
は
、
平
成

28
年
３
月
に
総
会
を
開
催
し
、
４
月
１

日「
農
事
組
合
法
人　

竹
井
営
農
組
合
」

を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
竹
井
地
区
で
は
、

個
人
経
営
農
家
40
戸
余
り
と
竹
井
農
家

組
合
営
農
部
会
（
委
託
農
家
46
戸
）
に

よ
り
、
約
45
町
歩
の
圃
場
を
耕
作
し
て

い
ま
す
。
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

長
引
く
米
価
の
下
落
な
ど
を
背
景
に
、

耕
作
継
続
へ
の
不
安
、
耕
作
放
棄
地
の

出
現
・
増
加
の
懸
念
か
ら
、
将
来
的
な

営
農
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
個
人
の
集
合

体
と
し
て
の
農
家
組
合
営
農
部
会
か
ら
、

よ
り
強
固
な
組
織
と
し
て
新
し
く
農
事

組
合
法
人
を
設
立
す
る
動
き
と
な
り
ま

し
た
。
法
人
で
営
農
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
竹
井
の
農
地
・
農
業
を
永
続
的
に

守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

水
稲
・
豆
類
等
農
作
物
の
栽
培
・
販

売
、
農
作
業
の
受
委
託
、
農
作
物
の
生

産
・
加
工
・
販
売
、
農
作
物
の
貯
蔵
、

乾
燥
・
調
製
設
備
の
設
置
や
共
同
利
用

等
、
組
合
員
の
協
業
に
よ
り
共
同
利
益

の
増
進
を
図
り
、
よ
り
高
い
収
益
性
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
安
心
・

安
全
な
農
作
物
を
生
産
し
消
費
者
に
提

供
す
べ
く
、
積
極
的
な
営
農
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
か
れ
ま
す
。

（
取
材
：
関 

隆
宏 
委
員
） ↑代表理事　西垣　和義さん



南丹市立美山学校給食共同調理場
「第二のおふくろの味」と呼んでもらえる給食を目指して

所長　大東　均さん
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郷の駅 胡麻屋
営業 ： 月～日曜日（年末年始除く）
 午前9時から午後6時まで
場所 ： 南丹市日吉町胡麻（JR胡麻駅前）
電話・FAX ： 0771-74-0460

　

淀
川
と
由
良
川
、
両
水
系
の
分
水
嶺
が
あ
る
ま
ち
、
胡
麻
。

標
高
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
小
盆
地
に
広
が
る
農
村
。
高
齢
化

と
少
子
化
が
進
む
一
方
で
、
都
会
か
ら
移
住
者
も
多
く
新
旧
住

民
が
力
を
合
わ
せ
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
で
す
。

　

平
成
17
年
に
結
成
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
胡
麻
地
域
振
興
会
」

が
「
つ
き
あ
い
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
と
「
よ
さ
」（
ア
メ
ニ
テ

ィ
）
の
実
現
を
目
指
し
て
、
郷
の
駅
「
胡
麻
屋
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

店
内
を
の
ぞ
く
と
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
果

物
、
お
惣
菜
、
昔
懐
か
し
い
藁わ

ら

に
包
ま
れ
た
納
豆
な
ど
が
並
び

ま
す
。
農
業
高
校
産
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
人
気
の
的
で
、
事
前
に

予
約
し
な
い
と
手
に
入
ら
な
い
事
も
あ
る
そ
う
。
加
工
品
や
地

元
の
業
者
さ
ん
の
商
品
も
あ
り
ま
す
。
買
い
物
に
来
ら
れ
な
い

人
の
た
め
に
、
移
動
販
売
車
「
た
す
か
る
企
画
号
」
で
平
成
27

年
度
か
ら
週
３
回
、
胡
麻
地
域
を
走
り
、
引
き
売
り
・
御
用
聞

き
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
御
用
聞
き
の
希
望
者
は
会
員
登
録
が

必
要
。）

　

店
内
に
は
喫
茶
・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
昼
食
時
は
丼
物
・

麺
類
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
店
内
か
ら
電

車
を
間
近
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
子

さ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
が
お
茶
を
飲
み
会

話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
す
。
打
ち
合
せ
や
、

新
聞
・
雑
誌
を
読
む
人
の
姿
も
あ
り
。
昼

食
に
来
店
し
た
工
事
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

の
情
報
交
換
の
場
に
早
変
わ
り
し
た
り
。

わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
笑
顔
が
絶
え
な
い
、

老
若
男
女
が
集
う
小
さ
な
田
舎
町
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
広
場
「
胡
麻
屋
」
で
す
。

（
取
材
：
谷
口
定
己 

委
員
）

　

美
山
学
校
給

食
共
同
調
理

場
（
給
食
セ
ン

タ
ー
）
は
昭
和

59
年
４
月
か
ら

32
年
間
、
美
山

町
内
小
中
学
校

の
給
食
を
作
り

続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、

大
き
な
事
故
を

起
こ
す
こ
と
な
く
無
事
に
給
食
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

方
や
学
校
の
先
生
方
、
食
材
を
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
等
、
多
く
の
関
係
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
や
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
「
お
い
し
い
！
」
と

言
っ
て
食
べ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
私

た
ち
を
日
々
元
気
づ
け
て
く
れ
た
か
ら
で

す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
隣
接
す
る
教
員
住
宅
跡

地
に
作
ら
れ
た
新
し
い
調
理
場
で
給
食
を
作

り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
支
援
と
ご
期
待
の

も
と
に
で
き
た
施
設
で
す
。
新
し
い
施
設
の

持
つ
機
能
を
使
い
こ
な
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
調
理
や
衛
生
管
理
に
つ
い

て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
意
識
を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
に
、
給
食
を
「
第
二
の
お

ふ
く
ろ
の
味
」
と
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
職

員
一
同
頑
張
り
ま
す
。
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特
集

南丹市で作られている農作物に関する情報を紹介します。
「野菜」「果実」「花」など様々な農作物の紹介や、育て方のいろは、
それらを使った加工食品や、調理法などを紹介します。
自慢の農作物を「農業委員会だより」で紹介してみませんか。
読者の皆様からの情報提供をお待ちしています。
広報委員または、農業委員会事務局までご一報願います。

南丹市の農作物あるある!

広報委員
【美山町】梅津義明 委員・中野貞一 委員　　【園部町】平野清久 委員・小林義雄 委員・関　隆宏 委員

【日吉町】宇野十三治 委員・谷口定己 委員　【八木町】波部良典 委員・葊瀨　但 委員・德山憲司 委員
※農作物に関する情報などをお寄せください。お待ちしています。

九条ねぎこども
ピーマン  ®

伏見
とうがらし

　平成22年11月にタキイ種苗（株）
（京都市）が開発（品種名：ピー太
郎）。実の長さ約１０㎝、重さ約 40ｇ、
濃い緑色で、従来の品種より苦み

が少なくピーマンの苦手な子どもでも食べやすい。
肉厚ジューシーでサラダ等にも適しており、ビタミン
Ｃやカロテンが豊富。園
部町農業公社が、道の駅

「京都新光悦村」の特産
品として農業振興につな
げようと取り組まれ、学校
給食にも利用されている。

（紹介役 ： 平野清久 委員）

　古くから京都の伏見を中心に多く
栽培された在来種。性状はきわめ
て強健で樹勢は横に張り、果実は
細長形で長さは 10 ～ 15㎝の濃

い緑。料理方法は、辛みがないので、煮ても焼い
ても天ぷらにしてもよし、葉とともに煮物にするなど、
京料理に広く用いられている。
食欲が減退する暑い夏は欠くこ
とのできない京野菜のひとつ。
施設栽培が最近増加し、３月
中旬から１０月まで、露地栽培は
６月から１０月までが出荷時期。
（紹介役 ： 波部良典 委員）

　新玉ねぎは、アクが少なくみずみ
ずしいのが特徴。薄くスライスして、
氷水にさらした後、スモークサーモ
ン・生ハム等と合わせた一品料理

に。ポテトサラダには味の
アクセントとして欠かせな
い存在。酢漬けにしてトマ
トサラダに添えると、おつ
な一品になる。農家の工
夫で様々な料理に合うの
がこの時期の玉ねぎ。

（紹介役 ： 梅津義明 委員）

　昔から四季を問わず広く栽培さ
れ、薬味・すき焼き・鍋物・一品
料理として等、様々な料理で親しま
れている。色が濃く直径 2㎝、長

さ80㎝以上に育つ太めの品種（太ねぎ・黒種）と、
浅黄色でやや細めで株分かれしやすい品種（細ねぎ・
浅黄種）の２系統がある。冬に
は特有のぬめりと甘味が増す。
ビタミン・ミネラルが豊富に含ま
れており、疲労回復・不眠解消・
抗酸化作用による血液サラサ
ラ効果が期待できる。

（紹介役 ： 谷口定己 委員）提供：タキイ種苗（株）

京のブランド産品

京のブランド産品

美味しい＆おすすめ 農作物初夏から
夏に

新玉ねぎ
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食
性

行
動

繁
殖

特
徴

加
害

農
作
物

草
食
性
で
植
物
は
基
本
的
に
何
で
も
食
べ
る
。
冬
季
に
は
草
刈
り

し
た
道
路
脇
や
畦
畔
に
芽
吹
く
草
を
好
む
。

　

シ
カ
は
森
林
と
草
原
と
の
間
を
行
き
か
い
、
林
縁
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
生

息
地
が
農
林
業
生
産
の
場
と
重
な
り
や
す
く
、
被
害
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
対
策
を
立
て
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
シ
カ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
日
中
の
農
作
業
時
な
ど
熱
中
症

に
注
意
が
必
要
で
す
。
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
睡
眠
不
足
・
二
日
酔
い
・
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
・
風

邪
気
味
の
日
や
、
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
等
の
持
病
が
あ
る
方
は
、
特
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
体
調
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
周
囲
の

人
と
お
互
い
に
声
を
か
け
あ
い
、
熱
中
症
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

昼
夜
を
問
わ
ず
２
～
３
時
間
採
食
、
２
～
４
時
間
反
す
う
を
す
る

リ
ズ
ム
を
繰
り
返
す
。
メ
ス
は
母
親
と
と
も
に
母
系
的
な
群
れ
を

作
り
、
オ
ス
は
単
独
ま
た
は
オ
ス
だ
け
の
群
で
行
動
す
る
。

ほ
と
ん
ど
助
走
せ
ず
に
、
1.5
ｍ
以
上
の
障
害
物
を
跳
び
越
え
る
。

防
護
柵
な
ど
障
害
物
で
は
上
を
跳
び
越
え
る
よ
り
も
、
隙
間
や
下

を
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
の
方
が
多
い
。

満
１
歳
（
生
ま
れ
た
翌
秋
）
で
性
成
熟
し
10
～
11
月
に
交
尾
。
満

２
歳
の
５
～
６
月
に
１
頭
出
産
。
毎
年
出
産
す
る
の
で
、
適
切
に

捕
獲
を
行
わ
な
い
と
、
４
～
５
年
で
倍
増
す
る
。

警
戒
心
が
強
い
が
、
慣
れ
る
と
大
胆
に
。
図
太
さ
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
。
昼
間
は
森
林
域
に
い
て
、
夜
間
に
農
地
に
出
て
く
る
こ

と
が
多
い
が
、
人
慣
れ
す
る
と
昼
間
に
出
没
。

※「
ピ
ィ
ッ
」と
い
う
警
戒
音
を
発
し
て
仲
間
に
危
険
を
知
ら
せ
る
。

お
も
に
食
害
で
、
食
性
の
幅
の
広
さ
か
ら
水
稲
・
大
豆
・
飼
料
作

物
な
ど
あ
ら
ゆ
る
農
作
物
が
対
象
と
な
る
。
水
稲
で
は
、
踏
み
荒

ら
し
な
ど
も
深
刻
で
あ
る
。

（
参
考
資
料
：
農
林
水
産
省　
『
改
訂
版　

野
生
鳥
獣
被
害
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
』）

農
作
業
時
の
熱
中
症
に

注
意
！

熱中症になってしま
ったら 持ち物

☀天気予報と体調をチェック☀
◦ 急に暑くなる日は要注意
◦ 体調不良時は、無理をしないように。

☀こまめな水分補給・こまめな休憩☀
◦ 喉が渇く前に、こまめに水分をとりましょう。
◦ こまめに涼しい場所で休息しましょう。

☀涼しい服装・安全な作業環境☀
◦ 帽子で日差しを遮り、汗を逃がしやすい服装で。
◦ 作業はできる限り２人以上で。暑いハウスの中は風通し良く。

① 涼しい場所に避難させる
 ➡
② 衣服を脱がせ、身体を冷やす
 ➡
③ 水分を補給する
 ➡
④ 自力で水を飲めない、意識が

ない場合は、直ちに救急隊を

要請しましょう

◦飲み物
◦携帯電話
◦健康保険証
 　※タオル・凍らせ

たペットボトルも役
に立ちます

◦行きつけの病院・
緊急連絡先などを
書いたもの

野 
性 

鳥 

獣

農林水産省ホームページを参照

シ
カ
の
生
態
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　とにかく広い南丹市。

　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、

楽しい、また興味深い取り組みがされています。

　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

白
井
大
町
藤
公
園

（
兵
庫
県
朝
来
市
和
田
山
町
）

　

平
成
28
年
４
月
17
日

（
日
）、
南
丹
市
八
木
町
八
木

内
山
の
春
日
神
社
で
春
ま
つ

り
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
千
百
年
前
か
ら
毎
年
４

月
16
日
に
執
り
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
27
年
４
月

に
八
木
小
学
校
と
吉
富
小
学

校
が
統
合
さ
れ
、
八
木
西
小

学
校
と
な
っ
て
以
降
は
、
４

月
16
日
の
次
の
日
曜
日
に
移

行
し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、今
年
の
五
穀
豊
穣
と
、人
々
の
健
康
と
安
全・

幸
せ
を
祈
願
し
ま
す
。
午
前
の
祭
典
の
後
、
昼
か
ら
は
地
区
の

４
～
６
年
生
約
60
人
が
、
揃
い
の
は
っ
ぴ
と
は
ち
ま
き
姿
で
こ

ど
も
神
輿
２
基
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　
「
大
人
に
な
っ
て
も
、
ふ
る
さ
と
の
良
き
思
い
出
と
し
て
、

覚
え
て
い
て
ほ
し
い
」と
宮
司
の
四
方
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

（
取
材
：
波
部
良
典 

委
員　
　
葊
瀨　
但 
委
員
）

　
「
藤
」の
花
は
私
の
好
き
な
花
の
ひ

と
つ
で
す
。
兵
庫
県
に
そ
の
名
所
が

あ
る
と
聞
い
て
、
早
速
出
か
け
ま
し

た
。
５
月
５
日（
木
）に
孫
４
人
を
連

れ
て
、
車
で
２
時
間
。
兵
庫
県
朝
来

市
和
田
山
町
に
あ
る
白
井
大
町
藤
公

園
が
そ
の
名
所
で「
山
陰
随
一
の
藤

公
園
」と
言
わ
れ
る
行
楽
地
で
す
。

こ
ど
も
の
日
で
天
候
も
良
く
、
も
の

す
ご
い
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

幅
４
ｍ
ほ
ど
の
藤
棚
が
約
５
０
０

ｍ
に
わ
た
り
四
角
状
に
設
置
さ
れ
、

そ
の
棚
に
は
花
房
１
ｍ
あ
ま
り
の

藤
が
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し

た
。
藤
の
木
は

１
０
０
本
以
上

あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
私
も
孫

た
ち
も
「
な
ん

と
見
事
な
藤
の

花
」
と
驚
嘆
し
、

心
が
洗
わ
れ
ま

し
た
。

春
日
神
社
の
春
ま
つ
り『
祈き
ね
ん年
祭
』　

旅人： 中野貞一 委員

編 集 後 記 　九州では地震により甚大な被害が出ています。心よりお見舞い申しあげます。
　南丹市では田植えのすんだ田に青い稲が育ちつつあります。私自身は今年一年災害のない年であ
ることと豊作を祈って田植えを終えました。このたび本広報紙は皆さまのご協力のおかげで、全国

コンクールの最優秀賞をいただきました。これからも、皆さまからの情報提供をお願いいたします。（小林義雄 委員）

前号（No.29）の「なんたんあっちこっち」の「『シラサギ』園部川にて」の記事に記載誤りがありました。お詫びして訂正します。
（誤）チョウサギ⇒（正）チュウサギ


